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〇第 23 回世話人会開催
  ７月９日（土）18 時 30 分
  巣鴨ルノアール会議室

〇鶴吉さん「がんばろう！
　日本」公演　
　日時：7 月 22 日（金）　
　　　　17 時 30 分
　場所：松戸市民劇場　
　無料　みなさん、一緒に  
  参加しましょう。
〇ご寄付のお願い！新口
　座を開設しました。手数
　料は当方で負担します。
郵便振替口座
口座番号：00120- ３-545036
口座名称：三宅島ふるさと
 　　　　再生ネットワーク
【三宅島ふるさとネット事務局】
　郵便番号：173-0005
　住所：板橋区仲宿 25-6
　電話：03(3963)5678
　FAX：03(3963)5697
　担当：大石・加藤

事務局便り

　

夏
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
の

「
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ
」
の
開

催
日
が
決
定
。

日
時
＝
７
月
30

日
（
土
）
～
31

日
（
日
）
会
場
＝
錆
ヶ
浜
港

駐
車
場
。
詳
細
は
検
討
中
。

　

都
観
光
部
22
年
の
観
光
客

実
態
調
査
で
は
、
三
宅
島

は
前
年
よ
り
１
・
９
％
減
、

３
万
８
千
９
４
２
人
。

消
費
額
は
22
・
９
％
減

の
約
４
億
５
千
万
円
で

他
の
伊
豆
諸
島
よ
り
大

幅
ダ
ウ
ン
。
バ
イ
ク
な

ど
単
発
イ
ベ
ン
ト
戦
略

の
限
界
？

　

火
山
ガ
ス
放
出
も
低
下
、

夏
場
は
里
帰
り
も
多
い
。
今

年
は
２
年
に
一

度
の
富
賀
神
社

大
祭
。
若
者
が

内
地
か
ら
来
て
神
輿
、
踊
り
、

同
窓
会
な
ど
お
祭
り
気
分
は

最
高
潮
と
な
る
。

　

神
輿
の
島
内
一
周
の
日
程

は
、
８
月
４
～
５
日
が
坪
田
。

５
～
６
日
が
伊
ヶ
谷
。

６
～
７
日
が
伊
豆
。
７

～
８
日
が
神
着
。
８
～

９
日
は
阿
古
か
ら
富
賀

神
社
へ
。

　

残
念
な
が
ら
牛
頭
天

王
祭
は
自
粛
中
止
。

　

三
宅
島
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
宮
城
県
南
三
陸
町
の
被

災
者
を
支
援
す
る
た
め
島
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
始

め
た
。

　

６
月
４
日
、
第
１
回
事
前

研
修
会
が
村
役
場
で
開
か
れ

た
。
寺
本
社
協
会
長
は
挨
拶

で
「
こ
れ
ま
で
の
受
け
る
立

場
か
ら
、
す
る
立
場
と
し
て

島
民
の
参
加
を
」
と
呼
び
か

け
た
。
平
野
村
長
挨
拶
、
東

京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
原
泰
男
事
務
局

長
の
現
地
報
告
と
活
動
内

容
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
桑
村
社
協
事
務
局
長

が
説
明
し
た
。

①
受
付
期
間
６
月
１
日
～
８

　

月
31
日

②
活
動
期
間
６
月
18
日
～
９

　

月
30
日
ま
で
現
地
滞
在
８

　

日
間
、
15
回

③
費
用
は
村
と
東
ボ
ラ
負
担

　

で
原
則
無
料

　

申
込
み
、
詳
細
は
、
三
宅

社
協
ま
で
。

　

南
三
陸
町
は
、
地
震
・
津

波
で
町
の
７
割
が
流
失
し

た
。
現
地
で
の
活
動
は
、
登

米
市
内
避
難
所
運
営
支
援
、

現
地
災
害
ボ
ラ
支
援
、
避
難

所
で
の
「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」

開
催
、
仮
設
住
居
者
支
援
、

そ
の
他
と
な
っ
て
い
て
瓦
礫

撤
去
は
含
ま
れ
な
い
。

　三宅島社会福祉協議会が主催する東日本大震災の支援活

動が、本格的に始まった。これは９月までに計 15 回、島民

を宮城県の南三陸町に送り、仮設住宅の支援などをすると

いうもの。６月４日には第１回の事前研修会も行われた。

島
民
が
震
災
被
災
地
を
支
援

社
協 

南
三
陸
町
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

マリンスコーレ

７月 30 日に開催決定
富賀神社大祭

島一周神輿 8 月４日より

６
月
４
日
の
事
前
研
修
会
（
右
）
と
地
震
直
後

に
南
三
陸
町
の
高
校
に
描
か
れ
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
下
）

アカコッコ合唱団も参加一昨年の富賀神社大祭
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（平成20年2月発行・村の記録誌「概要版」参考）

2000 年三宅村の動き

6/26 緊急火山情報第１、２号厳重警戒

　　 災害対策本部設置（災対本部）

6/27 都災害対策本部・現地本部設置

6/29 石原知事来島　都現地災対本

　　 部廃止

６/30 都・三宅村災対本部廃止

7/7  災対本部設置

7/8  災対本部廃止 (10 時 )

　　 山頂小規模噴火・火山灰噴出・     

     山頂陥没（18 時 43 分）

　　 災対本部設置（19 時 30 分・

　　　9日 17 時廃止）

7/14 山頂噴火・神着大量灰

7/17 小中高通常授業再開

8/29 児童生徒島外避難

　　 都・国災対本部設置

8/30 泥流発生の恐れ

     全島避難勧告・指示

8/31 全島避難勧告・指示解除（島   

     外避難ないとチラシつくる）

9/1  都 3 日以内の島外避難が適当  

     と決定

     村長全島島外避難指示

       （２,３,４日３日間で）

噴火災害検証① 全島避難まで

情報錯綜で混乱

三 宅

島噴火災害も 11 年を

経過した。このままでは東日

本大震災などに埋もれて風化して

しまう。経験豊かな人々も失われて

ゆく。今後、噴火前期、全島避難、

帰島後の検証課題を、ホームペー

ジ等も活用して深めたい。

会長　佐藤就之　

現
時
点
で
三
宅
島
噴
火
災

害
を
被
災
者
の
立
場
か
ら
検

証
を
行
う
こ
と
は
決
定
的
に

重
要
だ
と
思
う
。

　

日
本
は
、
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
と
再
生
・
復
興
の
在

り
方
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
政

変
ま
で
む
か
え
よ
う
と
し
て

に
災
害
救
済
制
度
は
欠
陥
だ

ら
け
で
生
活
・
経
済
・
社
会

全
般
に
打
撃
を
与
え
て
い

る
。
皆
さ
ん
の
検
証
提
言
を

期
待
す
る
。

　

第
１
回
目
は
、
２
０
０
０

年
噴
火
の
発
生
か
ら
全
島
避

難
ま
で
の
問
題
だ
。

　

ま
ず
右
の
年
表
を
見
て
思

い
出
し
て
も
ら
い
た
い
。
三

宅
村
は
、
噴
火
発
生
か
ら
翌

日
ま
た
は
１
週
間
を
待
た
ず

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

た
り
廃
止
し
た
り
繰
り
返
し

て
き
た
。
連
続
大
地
震
に
島

民
も
テ
レ
ビ
の
前
で
深
夜
も

情
報
を
求
め
た
。
体
育
館
に

も
避
難
し
た
。
自
然
災
害
だ

と
い
え
ど
も
ひ
ど
過
ぎ
だ
。

 

こ
れ
に
は
、
専
門
機
関
、

専
門
家
の
人
々
の
責
任
を
上

げ
ざ
る
を
え
な
い
。
火
山
、

地
震
、
気
象
関
係
者
の
意
見

も
ま
と
ま
ら
ず
、
混
乱
に
拍

車
を
か
け
た
。最
終
的
に
は
、

何
故
火
山
ガ
ス
が
放
出
し
て

い
る
の
か
原
因
の
結
論
は
な

い
ま
ま
で
あ
る
。

 

マ
ス
コ
ミ
報
道
も
専
門
家

及
び
専
門
機
関
の
情
報
を
垂

れ
流
し
状
態
に
終
始
し
た
印

象
が
強
い
。
島
民
と
村
役
場

は
、
こ
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ

た
か
に
見
え
た
が
、
そ
う
で

は
な
か
っ
た
。

 

４
年
半
（
高
濃
度
地
区
は

現
在
も
続
い
て
い
る
）
の
長

期
全
島
避
難
を
予
測
で
き
れ

ば
大
切
な
も
の
の
保
存
と
、

よ
り
ま
し
な
生
活
対
策
が
出

来
た
と
の
思
い
は
強
い
。

①
火
山
ガ
ス
放
出
の
認
識
欠
如

 

８
月
中
旬
、
ガ
ス
を
確
認

し
た
が
、
何
故
か
過
去
の
経

験
に
捉
わ
れ
て
短
期
終
息
の

思
い
込
み
が
あ
っ
た
。
長
期

化
の
可
能
性
を
島
民
に
警
告

し
た
行
政
、
専
門
（
機
関
）

家
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
記
憶

も
な
い
。
行
政
は
、
直
前
ま

で
全
島
避
難
は
し
な
い
と
チ

ラ
シ
ま
で
つ
く
っ
た
。

②
情
報
は
正
し
く
行
使
さ
れ  

  

た
か

 

６
月
４
日
の
日
本
経
済
新

聞
夕
刊
に
「
三
宅
村
は
避
難

の
数
カ
月
後
、
５
年
後
に
帰

島
す
る
つ
も
り
で
計
画
を
立

て
準
備
を
進
め
た
」
と
平
野

村
長
の
談
話
。

　

避
難
直
前
に
郵
便
輸
送
が

無
料
化
し
た
際
、
数
十
個
の

私
物
を
島
外
に
送
っ
た
人
も

い
る
と
噂
も
聞
い
た
。
避
難

数
カ
月
後
に
５
年
後
に
帰
島

計
画
、こ
れ
は
何
だ
！
。
２
、

３
週
間
で
帰
島
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
私
た
ち
と
災
害

認
識
の
差
に
驚
愕
す
る
。

　

原
因
は
「
火
山
ガ
ス
情
報

の
公
開
・
被
災
者
と
の
共
有
、

有
効
な
長
・
短
期
対
策
」
に

問
題
が
あ
っ
た
の
か
？
。
重

大
な
検
証
課
題
で
あ
る
。

2000 年噴火で噴煙を上げる雄山

欠
陥
だ
ら
け
の
救
済
制
度

い
る
。

　

私
が
前
号

の
「
緊
急
提

言
」
で
触
れ

た
よ
う
に
災

害
日
本
列
島

で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
、
経

済
成
長
の
み

追
及
を
し
て

来
た
ツ
ケ
が

今
日
の
姿
で

あ
る
。
原
発

安
全
神
話
や

防
災
国
家
戦

略
を
軽
視
し

て
き
た
た
め

全島避難までの記録

設
置
・
廃
止
の
繰
り
返
し

ガ
ス
の
対
応
に
問
題

会長
時評
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　舞踊家の鶴
吉さんが主催
する東日本大
震災の義援金
を募るための
チャリティー
イベント「がんばろう！日本」
が、７月 22 日の 17 時 30 分よ
り行われる。
　場所は松戸駅西口から徒歩
５分の松戸市民劇場。歌や新
内など様々な出し物が披露さ
れる。この中で鶴吉さんは、
新内の「酔月情話」で、立ち
回りも披露する予定だ。
　入場料は無料だが、来てく
れた方に献金をしていただ
き、集まった義援金は、後日
鶴吉さんらが直接、東北に渡
しに行く。鶴吉さんは、「当日
はチャリティーバザーも行わ
れます。東北の復興のために
舞台を楽しむとともに、温か
い気持ちをお寄せください」
とコメントした。
　問い合わせは下記まで。
　  鶴吉プロダクション
　      TEL 03(5366)9533

本紙

を編集する DTPA の

メンバーは、５月末に東日

本大震災の被災地岩手県を訪

問した。避難所、ボランティア

センターへ赴き、現地の状態や

ニーズを確認する中で、今後

長期間に渡る支援の必要

性を痛感した。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
28
日
に
岩

手
県
宮
古
市
に
あ
る
田
老
町

を
訪
れ
た
。

　

こ
の
町
に
は
、
高
さ
10
ｍ

の
堤
防
が
整
備
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
を
は
る
か
に
超
え

る
津
波
に
よ
り
町
の
大
体
が

流
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
。
そ
の
津
波
の

威
力
を
物
語
る
よ
う

に
堤
防
も
一
部
壊
さ

れ
て
い
た
。
次
に
避

難
所
の
あ
る
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
田
老
と
い
う

施
設
を
訪
れ
た
。
そ

こ
で
は
、
敷
地
内
に

仮
設
住
宅
が
建
設
さ

れ
て
い
る
状
態
だ
っ

た
。
ま
た
佐
賀
か
ら

き
た
団
体
に
よ
る
地

元
料
理
の
炊
き
出
し

や
米
軍
基
地
か
ら
の

ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ

の
差
し
入
れ
も
さ
れ

て
い
た
。

　

そ
こ
か
ら
２
時
間
ほ
ど
移

動
し
陸
中
山
田
市
と
大
槌
町

を
訪
れ
た
。
こ
の
両
方
の
地

域
で
は
、
家
の
解
体
や
道
路

等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
、
未

だ
に
十
分
に
で
き
て
居
な

か
っ
た
。
特
に
大
槌
町
で

は
、
町
全
体
に
ま
だ
海
水
の

よ
う
な
匂
い
が
立
ち
込
め
て

い
て
、
未
だ
に
散
乱
し
て
い

る
瓦
礫
の
撤
去
で
多
く
の
自

衛
隊
が
作
業
し
て
い
た
。

　

翌
29
日
に
は
、
遠
野
市
の

遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
を
訪

れ
た
。

　

こ
こ
で
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
メ
ン

バ
ー
は
、
市
内
の
体
育
館
に

あ
る
支
援
物
資
の
仕
分
け
を

手
伝
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。
寝

具
の
セ
ッ
ト
を
作
る
仕
事

だ
っ
た
が
、
整
理
の
さ
れ
て

田
金
好
様
、
田
中
良
雄
様
、

佐
藤
惠
美
子
様
、
松
尾
駿
一

様
、
宮
澤
雅
美
様
、
荏
原
昭

子
様
、
小
林
紀
江
様
、
金
子

智
様
、
竹
野
内
崇
宏
様
、
城

北
中
小
工
業
振
興
協
会
様
、

佐
藤
就
之
様
、
笹
井
美
奈
子

様
、
芳
賀
雅
美
様
、
小
林
舞

様
、
有
本
香
保
子
様
、
鈴
木

亜
矢
子
様
、
草
野
絵
里
様
、

浅
井
美
子
様
、
糸
井
真
由
美

様
、
板
倉
美
紀
子
様
、
小
杉

夏
実
様
、
菱
谷
奈
美
様
、
曲

戸
千
賀
様
、
長
嶋
さ
ゆ
り
様
、

紀
本
彩
花
様
、
宮
野
亜
希
様
、

上
原
眸
様
、
山
中
恵
美
子
様
、

村
井
花
様
、
栗
原
未
帆
様
、

佐
藤
宗
ノ
子
様
、
高
山
歌
織

様
、
小
島
梨
沙
様
、
鈴
木
純

代
様
、
高
橋
麻
紀
様
、
舛
井

知
穂
様
、
真
島
彩
子
様
、
小

川
恵
美
様
、
木
村
舞
様

　

全
島
民
分
は
自
治
会
で
取

り
組
み
、
４
月
12
日
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
窓
口
に
募
金
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
５
月

31
日
現
在
、
第
一
次
分
の
東

日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

は
、
26
万
７
千
５
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
窓
口
募
金
に
協

力
す
る
予
定
で
し
た
が
、
提

案
者
の
山
本
明
生
氏
（
三
宅
・

阿
古
出
身
、
日
大
芸
術
学
部

75
歳
）
か
ら
「
避
難
中
島
民

は
、
東
京
都
に
お
世
話
に

な
っ
た
。
都
の
呼
び
か
け
に

応
え
、
恩
返
し
の
一
部
に
す

べ
き
だ
」
と
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
役
員
と

相
談
の
結
果
、
「
東
京
都
義

援
金
募
集
」
に
応
じ
都
福
祉

保
健
局
「
み
ず
ほ
銀
行
口
座
」

に
振
り
込
み
ま
し
た
。
ご
了

解
く
だ
さ
い
。

【
ご
寄
付
者
名
】

　

佐
藤
鈴
子
様
、
高
松
信
之

様
、
坂
本
健
様
、
吉
田
信
行

様
、
青
谷
知
己
様
、
田
中
鑛

四
郎
様
、
平
松
尚
志
様
、
池

い
な
い
物
資
か
ら
必
要
な
も

の
を
探
し
出
す
の
に
思
い
の

ほ
か
時
間
が
掛
か
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

今
回
の
訪
問
を
通
じ
、
本

当
の
支
援
と
は
、
継
続
し
復

興
に
立
ち
会
う
視
点
の
中
で

見
出
し
た
ニ
ー
ズ
を
、
活
動

と
し
て
行
う
こ
と
だ
と
教
え

ら
れ
た
。　
　

（
佐
藤
健
哉
）

未
だ
に
瓦
礫
が
散
乱
す
る
大
槌
町

鶴吉さん

鶴吉さんが チャリティーを
7 月 22日に松戸で

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト 

寄
せ
ら
れ
た
気
持
ち
を
都
に

震
災
義
援
金
26
万
７
千
５
０
０
円

物
資
仕
分
け
手
伝
い
を

DTPAメンバー  岩手を訪問

長期間支援の必要性を痛感
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森幸江様、Ｍ様、佐藤宗

ノ子様、竹澤美穂子様、

西林圭吾様、小曽スミ子

様、渡部啓一様、吉田信

行様、青谷知己様、田中

鑛四郎様、平松尚志様、

酒井和彦様、笹井廣知様、

田中良雄様、佐藤惠美子

様、高橋栄一様、坂下良

子様、田中良様、笹井美

奈子様、伊藤奈穂子様、

荏原昭子様、草深均様、

小林紀江様、荻野和子様、

南海タイムズ社様、沖山

鞠枝様、金子智様、鈴木

節子様、竹野内崇宏様、

吉田幸一様、城北中小工

業振興協会様、小室美幸

様、中村俊江様、阪神大

震災 1.17 希望の灯り様、

吉永和恵様、佐藤就之様

編
集
後
記

　

玉
城
さ
ん
の
訃
報
に
接

し
、
心
よ
り
哀
悼
の
念
を

表
し
ま
す
。

　

島
の
自
然
は
少
し
ず
つ

戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
、
そ
の
一
方

で
消
え
て
し
ま
う
も
の
も

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
れ
か
ら
も
残
さ
れ
て
い

る
課
題
に
丁
寧
に
向
き
合

い
、
皆
様
を
応
援
い
た
し

ま
す
。
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

平
成
12
年
６
月
発
生
の
噴

火
は
、
三
宅
島
災
害
史
の
筆

頭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
全

島
民
島
外
避
難
と
い
う
未
曾

有
の
出
来
事
の
中
で
、
か
つ

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
崩

れ
、
人
々
は
去
り
、
離
れ
、

散
り
、
逝
っ
て
し
ま
つ
た
。

　

「
玉
城
長
之
助
（
ジ
ナ
叔

父
）
」
さ
ん
。
高
濃
度
地
区
・

三
池
を
語
る
時
、
誰
も
が
必

ず
口
に
す
る
お
名
前
だ
。
地

区
で
象
徴
的
存
在
だ
っ
た
あ

な
た
も
、
い
ま
は
た
だ
、
追

悼
で
語
る
し
か
な
い
。
別
離

は
人
の
世
の
常
と
は
い
え
、

あ
な
た
の
い
な
い
三
池
集
落

は
力
な
く
、
む
し
ょ
う
に
寂

し
い
。
千
年
の
森
は
消
え
、

か
つ
て
栄
え
た
家
並
み
の
多

く
が
主
を
失
い
、
た
だ
空
し

さ
が
漂
う
。
南
に
広
が
る
三

池
浜
は
、
人
々
の
生
活
の
全

て
に
関
わ
っ
て
き
た
。
万
歩

に
余
る
真
砂
の
潮
騒
は
、
か

つ
て
の
賑
わ
い
の
響
き
じ
ゃ

な
い
。
だ
が
い
ま
も
、
大
自

然
は
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

秘
め
、
時
に
は
激
し
く
ま
た

静
か
に
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
平
然
と
寄
せ
て
は
返
す

日
々
だ
。

　

い
ま
、
あ
な
た
を
偲
び
な

が
ら
、
共
に
歩
ん
だ
道
を
た

ど
っ
て
み
る
。

①
昭
和
30
年
代
の
天
草
ブ
ー

し
と
観
光
の
島]

叔
父
像
」
を
語
り
継
い
で
ゆ

き
た
い
。

　

玉
城
大
先
輩
、
ど
う
ぞ
安

ら
か
に
、
そ
し
て
ふ
る
さ
と

三
池
集
落
の
再
生
と
平
安
と

繁
栄
を
導
き
、
い
つ
も
見

守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
６
月　
　
　
　

　
　
　
　

寺
澤
晴
男　

合
掌

ご寄付者名
ム
は
、
千
葉
県
・
房
総
、

三
重
県
・
志
摩
方
面
か
ら

10
代
の
海
女
さ
ん
を
集

め
、
若
さ
が
は
じ
け
た
。

潜
る
時
の
全
身
の
息
笛
は

夏
の
風
物
詩
。
こ
の
乙
女

の
合
奏
が
天
草
採
取
地
日

本
一
を
創
り
、
島
の
経
済

を
支
え
た
。[

生
産
の
島]

②
同
40
～
50
代
前
半
は
空
前

の
離
島
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て

全
国
か
ら
14
万
人
余
の
お

客
様
を
集
め
た
。
民
宿
の

夏
は
人
々
の
熱
気
に
あ
ふ

れ
黄
金
色
に
輝
い
て
ま
ぶ

し
く
ア
ツ
か
っ
た
。[
癒

③
平
成
12
年
は
ミ
ヤ
ケ
こ
こ

に
あ
り
。
世
界
に
健
在
ぶ

り
を
示
す
。
全
島
民
避
難

は
嬉
し
く
な
い
火
山
史
を

飾
る
。[

火
山
の
島]

　

こ
の
中
に
あ
な
た
は
、
い

つ
も
必
ず
お
ら
れ
、
と
て
も

大
事
な
「
考
え
」
を
示
さ
れ

た
。
特
に
今
回
の
火
山
ガ
ス

で
枯
死
し
た
樹
齢
数
百
年
の

三
池
浜
の
樹
林
の
再
生
は
、

住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
住

む
た
め
に
不
可
欠
・
絶
対
条

件
だ
と
説
き
続
け
ら
れ
た
。

遅
ま
き
な
が
ら
試
験
植
栽
も

や
が
て
始
ま
る
。

　

元
の
場
所
に
、
懐
か
し
い

顔
ぶ
れ
の
方
々
十
余
世
帯
が

戻
っ
た
。
が
、
そ
の
中
に
あ

な
た
は
お
ら
れ
な
い
。
穏
や

か
さ
と
笑
顔
と
未
来
志
向
の

あ
な
た
の
生
き
方
と
実
績

を
、
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ

な
い
。
こ
れ
か
ら
も
「
ジ
ナ

「ジナ叔父」を忘れない
玉城さんご逝去に寄せて  寺澤晴男

　

２
０
０
０
年
噴
火
後
、
三
池
集
落
の
再
生
、
そ
し
て
高

濃
度
地
区
に
あ
る
家
に
帰
る
こ
と
を
願
い
続
け
た
玉
城
長

之
助
さ
ん
が
、
今
年
３
月
に
亡
く
な
っ
た
。
今
号
で
は
ジ

ナ
叔
父
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
玉
城
さ
ん
に
寄
せ
る
思
い

を
、
寺
澤
晴
男
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

ふるさとネットの会議で発言する玉城さん（中央・2006 年）

（４月１日～５月 31 日）


